
教育シンポジウム2024

主 催︓徳島⼤学理⼯学部・⼯学部ＦＤ委員会

日 時：2024年1月10日（水）～3月15日（金）

開催方法：オンライン（オンデマンド形式）開催



教育シンポジウム２０２４の開催に際して

大学は、価値を創造し、新たな社会を築く人材を輩出する最高の学府として、高度な専門

知識はむろん、生涯にわたって学べる力、他者とのコミュニケーション力、未知の課題に取

り組む創造力など、新たな人材を育成する機能増強が求められています。

理工学部では、平成２８年の理工学部への改組に代表されるように、教育プログラムの改

革、改善に常に努めております。令和５年度からは、新たに医光／医工融合プログラムを 30

人の定員で設置しました。一方、令和２年初めからは、新型コロナウイルス感染症対策とし

て、教育の場での人的な接触の機会を減らすため、オンラインやＬＭＳの活用といった新技

術を導入した教育形態の開発が迫られましたが、これを乗り越える中で、従来の枠にとらわ

れない、新たな教育方法や学習指導が多数提案・実践されました。

このことから、多様な試行の成果をお互いに共有し、教育の質を高めるというＦＤ・ＳＤ

活動の重要性は従来になく高まっていると言えます。本学部ではこうしたＦＤ・ＳＤ活動の

一環として、工学部時代から「工学教育シンポジウム」を開催してきました。その後継であ

る「教育シンポジウム」でも一貫して、各コース等での多様な取り組みを紹介いただき、そ

の効果や課題を共有し、意見を交換することで、今後の新たなＦＤ・ＳＤ活動の展開と教育

改善へとつながることを目的にしています。

過去の会合では、同じ悩みや問題意識を共有するもの同士が言葉を交わし解決への道を

探ることで互いに勇気付けられる、まさしくＦＤ・ＳＤ活動の本旨が実践される場でした。

しかしながら、令和元年度には新型コロナウイルス感染防止のため会合は初めて中止・報告

の発行のみとなり、令和２年度以降はオンラインによる開催を継続しています。今回も前回

同様オンライン（オンデマンド方式）での開催となりましたが、コロナ禍を振り返っての授

業方法の総括や、ポストコロナ時代における新たな授業方法の導入や実験・実習科目の深化、

さらには、社会連携や国際交流など今日の大学に期待される重要なテーマに関連する発表

もございます。

視聴いただいた方には Forms によるアンケートをお願いしておりますが、共有を深める

ためにも貴重なご意見をお伺いしたく、ぜひ多様なお声をお寄せください。

最後に、本シンポジウムの開催に協力いただいた、理工学部ＦＤ委員会委員をはじめ、各

コース並びにセンター等のＦＤ委員及び教職員の皆様、調整・編集にご尽力いただきました

理工学部関係諸係の皆様に厚く御礼申し上げます。

理工学部長

大学院創成科学研究科理工学専攻長

武 藤  裕 則



教育シンポジウム２０２４

共催：徳島大学理工学部ＦＤ委員会・工学部ＦＤ委員会 

開会挨拶

理工学部長・大学院創成科学研究科理工学専攻長・

大学院先端技術科学教育部長  武藤 裕則

【プログラム】

１．社会基盤デザインコースの JABEE 継続審査受審について

社会基盤デザインコース/建設創造システム工学コース 上田 隆雄

２．プロジェクトマネジメント基礎におけるチーム形成のための積極的傾聴の重要性と

効果

機械科学コース/機械創造システム工学コース  日下 一也 

３．応用化学システムコースでの「基礎化学実験」

応用化学システムコース/化学機能創生コース 倉科 昌 

４．半導体工学基礎におけるピンポン玉を用いた数式の可視化について

電気電子システムコース/電気電子創生工学コース 富田 卓朗、西野 克志

５．遠隔授業と対面授業のメリット・デメリットについて

知能情報コース/知能情報システム工学コース 吉田 稔

６．教養教育科目「理工学概論（光システムコース）」の取り組み

光システムコース/光システム工学コース  岸川 博紀 

７．新課程履修者に対する数学教育の検討 

数理科学コース  高橋 浩樹

８．化学実験におけるデータベースと LMS を活用した実践的な検索演習 

自然科学コース  上野 雅晴
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９． 創新教育推進班の学生活動と社会連携

高等教育研究センター学修支援部門創新教育推進班 森口 茉梨亜 

１０．Developing engineering skills by participation in the internship abroad 

海外インターンシップへの参加によるエンジニアスキルの向上 

国際連携教育研究センター パンカジ コインカー、安澤 幹人
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１．社会基盤デザインコースの JABEE 継続審査受審について 

社会基盤デザインコース 上田 隆雄 

１．受審の背景 

徳島大学では工学部時代にほとんどの学科で JABEE 認定を受けていた時期もあったが，現在，認

定を受けている教育プログラムは，社会基盤デザインコース（土木分野）と電気電子システムコース

（電気・電子分野）の 2 コースのみとなっている。本学のみならず，全国的な傾向として，JABEE 認

定を更新せずに，認定プログラムから離脱する大学・学科等が徐々に増加する傾向にある。この理由

の大きいところは，受審校にかかる負担が大きいことにつきる。すなわち，認定を新たに受けようと

する場合や，有効期間が終了して継続の審査を受ける場合，受審校は「自己点検書」を作成し，自ら

の教育プログラムが，JABEE の定める 4 つの基準を満足していることを説明・証明しなければなら

ない。そのために作成するのが，自己点検書であるが，自己点検書そのものだけでなく，そこに書か

れた内容を証明するための根拠資料類も含めると，膨大な量の書類やデータをそろえる必要がある。

社会基盤デザインコースは，建設工学科時代の 2005 年に初めて JABEE 認定を受けて以来，2 回

の継続審査を経て，昨年（2022 年）3 回目の継続審査を受けたが，この継続審査を受審するにあたっ

て，本コース内でも JABEE 継続の是非についての議論があった。前述したような，大きな負担につ

いての否定的な意見に加えて，外部からの審査を受けなくても，自分たちで自律的な教育改善システ

ムを回していけば，それで十分では？との意見もあり，一度は JABEE 離脱の意見が優勢な場面もあ

ったが，最終的には，我々のような地方国立大学の土木系コースにとって，卒業生が技術士補の資格

を取得できる，という JABEE 認定のメリットを対外的にアピールできることのメリットが大きい，

という結論に達し，当面は継続することとなった。

２．継続審査の受審状況 

JABEE 側もこのような受審校の動きは十分理解しており，受審校に過度の負担をかけないように，

要求する基準や書類を整理し，電子データでのやり取りで，審査作業を効率化するなど，発足当初に

比べると，様々な改善が進んでいる。また最近は，コロナ禍で実地審査が難しい状況であったことか

ら，代替措置として，オンライン会議ツールを利用した審査が行われている。昨年の我々の受審の際

も，このようなオンライン実地審査が行われ，従来のような，実地審査のための部屋や施設の準備作

業は不要となった。ただし，従来は紙ファイルで準備していた様々な成績根拠資料を原則として電子

データで準備する必要があり，その点の負担が発生した。オンラインによる審査は，人の移動が生じ

ないので，効率的に審査が進む半面，資料を綿密に確認した上で，受審校と審査チームとの間で密な

議論を行うのは難しいように感じた。

 また，今回の継続審査は，電気電子システムコースとの合同審査の形をとった。近年は，審査スケ

ジュールの効率化などの観点から，JABEE としては合同審査を推奨しているようである。徳島大学

としても，2 つのコースの審査が同時に完了することから，利点も多い反面，2 つのコースの共通部

分に関する自己点検書の記述は，すり合わせが必要であることなど，追加の作業が必要な部分もあっ

た。今後も合同審査を継続する場合には，早い時期からコース間で方針等の打ち合わせを持っておく

べきと思われる。

今回の継続審査では，結果として本コースの教育プログラムは高く評価され，今後 6 年間の継続認

定を得ることができた。ただし，シラバスの改訂作業の確認体制や，教養科目担当教員との連携強化

など，自分たちではなかなか確認できない部分の貴重な指摘もいただいた。今後せっかく JABEE を

継続するなら，有効に活用し，教育プログラムとしてさらに改善を進め，優秀な技術者の輩出に貢献

していきたい。
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２．プロジェクトマネジメント基礎におけるチーム形成のための積極的傾聴の重要性と効果 

 

機械科学コース 〇日下 一也，社会基盤デザインコース 金井 純子， 

知能情報システムコース 寺田 賢治，高等教育研究センター 森口茉梨亜 

 

平成 25 年度から開講しているプロジェクトマネジメント基礎は，理工学部 理工学科全コース

2年生対象の選択 2単位の科目である。本年度は，昼間コース 89 名（社会基盤 5名，機械科学 36

名，応用化学 18 名，電気電子 14 名，知能情報 11 名，光システム 1名，自然科学 2名，数理科学

2名）および夜間主コース 8名（社会基盤 1名，機械科学 5名，電気電子 2名）の計 97 名が受講

した。コロナ禍から実施してきた履修制限を本年度も適用し，履修希望者 179 名の中からレポー

ト審査で 97 名を選抜した。レポートを課すことで受講意欲の高い学生を受け入れることができ，

その結果，質の高い実習教育が可能となる。本年度は 1 チーム 7～8 名の 14 班を編成した。これ

までの経験上，グループ活動の最適な人数は 7名であることが明らかとなっている。 

本授業は，コースの異なる学生がチームを形成し，課題に沿ったビジネスプランを設計するも

のである。本年度のテーマは「大学生が取り組む新しい SDGs 活動の企画設計-17 目標の内の 5か

ら 8のいずれを達成-5.ジェンダー平等を実現しよう，6.安全な水とトイレを世界中に，7.エネル

ギーをみんなに そしてクリーンに，8.働きがいも経済成長も」と設定した。SDGs 活動に関して興

味を持つ学生が多く，昨年度は 17 目標の内の 1から 4のいずれを達成と設定して良い効果が得ら

れたためである。 

本報告で紹介するのは，積極的傾聴の重要性と効果である。学年，コースが異なり，考え方や

能力も異なる学生が集まってビジネスプランを設計するためには限られた短い時間に多くのコン

センサスを得る作業をしなければならない。そのためには効率的な会議が必須であり，ファシリ

テーションスキルが有効となる。そこで，本授業では非常勤講師として 2000 人以上の社会人や学

生にファシリテーション研修を実施されてきた毛利幸雄氏を招聘し，「ファシリテーションスキル

の必要性とポイント」の演題で演習付き講演を依頼している。演習では話し手と聞き手に分かれ，

聞き手は「繰り返す」「受容（理解）する」「質問する」の積極的傾聴を実践し，話し手の考えてい

ることをすべて聞き出すことを実践する。Fig.1 は積極的傾聴演習の様子を示す。写真はコロナ禍

の 2022 年度に撮影したものであり，全員がマスクを着用している。 

成果として，全チームが期限内に学生らしいアイデア満載のビジネスプランを完成させて発表 

できたことが挙げられる。また，本授

業の開講当初は，時間外にも集まっ

て作業しなければならないチームが

ほとんどであったが，ファシリテー

ションスキルの講義導入後は年々減

少し，最近ではほとんどのチームが

時間内に完結できるようになった。

本年度は，COC+Rで実施している実践

型インターンシップで学んだ能力を

試したいという学生も現れ，大きな

効果を得ていると感じられた。 
Fig.1  Active listening exercises 
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３．応用化学システムコースでの「基礎化学実験」 

 

 

応用化学システムコース 倉科 昌 

 

講演要旨 

2 年次後期に開講している応用化学システムコースの基礎化学実験は、当コースの一連の化学実験

科目の中で先頭に行われるものである。学生が化学実験を初めて経験するものとして、化学物質及び

実験装置の安全な取扱い方法を学ぶところから始まり、実験の初学者に基本的な実験技法の修得、実

験事実に立脚した結論の導き方とその文章化という観点でのレポート作成およびプレゼンテーション

を行っている。担当者は応用化学システムコースに所属する教授以外の教員全員であり、教授も場合

によって分担している。年度ごとに担当者が交代し、物質合成化学講座(A 講座)、物質機能化学講座(B

講座)、化学プロセス工学講座(C 講座)から各 1 名、また全体の代表として 1 名が担当している。また

技術支援部の技術職員にも協力を依頼すると共に大学院生の TA も利用している。各年度の担当者に

より成績は決定されるが、必要が生じれば担当者全員での会議が開かれている。 

基礎化学実験のスケジュールは年度ごとに変わる場合があるが、概ね以下のようになっている。第

1, 2 回でガイダンスを含め、実験ノート及びレポートの書き方、化学実験時の安全教育(試薬の性質や

取り扱い、実験操作の注意点)を行う。第 3, 4 回で化学実験の練習として、器具の使用や洗浄方法と、

基本的なガラス器具を用いた測容器の検定を行い、実験レポートも作成させている。第 5 回でそれ以

降の実験の説明と、それまでに提出されているレポートの添削指導を行って書き方の改善等を指導し

ている。第 6～11 回の 6 回分では 3 グループに分かれ、A, B, C 講座が担当する実験を 2 回ずつ行う。

ここでは各講座で必要と考える実験を実施するが、現在の所 A 講座が薄層クロマトグラフィーによる

色素混合物の分離分析及び有機化合物の分離操作(液液抽出)、B 講座が中和滴定、C 講座が酸化還元反

応と環境影響評価、として実施している。第 12, 13 回では 2 グループに分かれ、技術支援部の技術職

員によるデータ解析(標準偏差・不確かさの伝播・最小二乗法)と再度のレポート添削指導を 1 回ずつ

行う。第 14, 15 回で実施した実験についてプレゼンテーションを行う。ここでは卒論発表あるいは学

会発表を模した形式として、口頭発表を 1 人ずつ行っている。第 16 回で全体の総括を行っている。 

多くの教員が携わっているため年々少しずつ改良が加えられており、ここでは昨年度に B 講座の担

当であった私が行った内容として、教員の省力化をしながら教育効果を高める工夫について紹介する。

まず測容器の検定と中和滴定について、学生から提出されるレポートに示されたデータの検算に非常

に手間がかかっていたが、学生にはテキスト形態のレポートとともにデータのみを記述した Excel フ

ァイルを提出させ、それを取り込むことで検算結果を容易に表示できるようにした。これには各自が

提出したデータについて、出力の際にレポートに記述されるような途中計算内容も表示させるように

した。すなわちデータの有効性を検討する Q 検定から、平均値や標準不確かさの計算、不確かさの伝

播を含めた濃度等の計算、t検定の計算などがそれぞれの学生のデータに応じて表示されており、PDF

化して各自に配布することで、教員も自分で計算しなおす必要が無く、学生はどこをどう計算すれば

良かったかも分かるようにした。昨年度作成したファイルは今年度も利用されており、一度作成すれ

ば私以外の省力化にも繋がっていると思われる。また中和滴定の説明は manaba にテキストを掲載す

るだけでなく、動画を掲載して学生の理解を深める工夫をしている。実験内容や原理の解説は私の前

年度に担当した水口准教授が、実際の実験手法の一部は私が作成するなど、担当者が少しずつ内容を

積み重ねている。プレゼンテーションについても学生を含めた参加者全員が相互評価して点数と発表

に対するコメントを記述しているが、その集計も Excel で提出してもらっており、なおかつ発表学生

には個別に自分に対する採点結果とコメントの示された PDF を配布している。このファイルも一度作

成すれば毎年使うことができ、省力化に繋がっていると考えられる。 

5



 

４．半導体工学基礎におけるピンポン玉を用いた数式の可視化について 

 

電気電子システムコース 富田 卓朗、西野 克志 

 

電気電子システムコースでは、半導体の基礎について学ぶ、半導体工学基礎を２年生

前期に必修科目として開講している。この科目では、半導体の定義から、結晶構造、エ

ネルギー帯構造、pn 接合、金属・半導体接合などについて学習するが、初出の単語や

概念が多く、躓く学生が多いのが課題である。そこで、コロナ禍の際のオンデマンド講

義の際にビデオ視聴の特性を生かし、講師の手元が見えやすいことを利用して、ピンポ

ン玉と卵パックを用いた、半導体物理学の概念及びそこに出てくる数式の可視化を目指

して講義を行ったので紹介する。 
 例えば、半導体中においては、平衡状態の伝導電子密度は 

𝑛 ൌ න 𝑑ሺ𝐸ሻ ൈ 𝑓ሺ𝐸ሻ𝑑𝐸
ாబ

ா಴

 

のように表される。𝐸஼は伝導帯下端のエネルギー、𝐸଴は真空準位のエネルギーであ

る。ここで、𝑑ሺ𝐸ሻは状態密度と呼ばれる、電子の入ることのできる状態の密度であ

る。この状態密度について卵パックを利用して説明する。また、𝑓ሺ𝐸ሻは電子の分布関数

であり、各エネルギーにおける状態密度のうちどれ位の割合で電子が埋まっているかを

表すものである。したがって、この埋まり具合を卵パックの穴に対する、ピンポン玉の

入り方で表すことができる。これを具体的に示したものが図である。 

 ここで、エネルギーが上がるほど、卵パックの穴の個数が増えている。これは三次元

において 
𝑑ሺ𝐸ሻ ∝ √𝐸 

 となることに対応している。また、エネルギーが高くなるほど、ピンポン玉の占有数

が低くなることもフェルミ・ディラック分布の説明にそのまま使える。 
他にも、バンドギャップの概念については卵パックを二段にし、その間を熱や光のエ

ネルギーで行き来するイメージで表すことができる。また、この際の熱エネルギーにつ

いてはピンポン玉を振動させることで説明することができ、想像よりも遥かに厳密性を

保った説明をできることに気付かされた。 
有効状態密度などの説明方法についても卵パックの穴の数の等価性を使って説明でき

る。これについても詳しくは講演で触れる。 

図：状態密度と分布関数をピンポン玉で説明する際の概念図 
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５．遠隔授業と対面授業のメリット・デメリットについて 

 

 

知能情報コース 吉田 稔 

 

講演要旨 

 新型コロナウイルス流行をきっかけに、授業のオンラインへの対応が進んだ。コロナ禍では、多く

の授業・演習においてオンライン対応を余儀なくされたが、現在、コロナ禍以前の対面授業を主体と

する体制に戻りつつある。しかしながら、対面の授業・演習が全面的にオンラインより優れていると

は限らず、オンライン授業のメリットも多くあるというのが講演者の実感である。 

 本講演では、講演者がオンラインでの対応を行ったいくつかの講義・演習について、対面での実施

体制と比較しながら、そのメリット・デメリットについて論じる。 

 コロナ禍において、講演者が運営にかかわった講義・演習としては、講義科目の「情報数学」「理工

学概論」「STEM 概論」、演習科目の「ソフトウェア設計および実験」（昨年度講演で紹介済み）「知能

情報セミナー」「SIH 道場」「ニュービジネス概論」があった。以下では、このうちのいくつかについ

て、授業を通じて得られた知見を述べる。 

・SIH道場 

演習の一部において、学生を 4 人グループに分け、与えられたテーマについてプレゼンテーション

を行ってもらった。テーマの話し合い等を、Teams でグループに分けて行うため、スムースに運営で

きるか懸念があったが、概ね問題なく進行し、学生の参加態度も概ね活発なものであった。 

 オンライン運営のメリットとしては、対面の場合、積極的な学生とそうでない学生での発言量に差

が出る懸念があるが、オンラインの場合は、そうした差がやや解消されるのではないかという印象を

受けた。 

・知能情報セミナー 

オンラインと対面が演習回によって切り替わるハイブリッドな運営であったため、学生が集合場所

を間違える等のトラブルが発生した。オンラインと対面を併用する場合、運営状況の学生への通知の

徹底を行う必要があると感じた。 

・情報数学 

本講義は、コロナ禍においてビデオ講義としていたものを、本年度は対面に戻している。 

 メリットとして、学生の反応を見ながらの講義になるので、説明が伝わっていない等、学生がわか

りにくく感じていると思われる場合の修正が容易であることが挙げられる。一方、デメリットとして

は、講義が一律のペースとなり、学生が自分の理解度に合わせて適宜視聴を一時停止する等の対応が

とれず、理解に支障が出る可能性が挙げられる。 

 また、オンライン授業の細かいデメリットとしては、答案の返却等、直接のコミュニケーションが

必要な活動が行えないことがあった。結果として、電子的に返却する等の手間が発生し、教員の負担

増に繋がった。 

授業が対面に戻ったことで、学生の講義参加態度がどうなるのか未知数であったが、講演者の印象

では、コロナ禍前よりも意欲的に対面授業に参加する学生が多くなっていると感じる。やはり、対面

の講義・演習には、オンラインでは得られないものがあると思われる。今後、対面の授業が当たり前

となった際にも、この傾向が続くよう、筆者の講義でも工夫を重ねていきたいと考えている。 

・その他 

 オンラインでの授業では、学生への質問対応が掲示板・メール等に分散することがあり、特に掲示

板での投稿を監視するタイミング等に難しさを感じた。この点については、対面授業にメリットがあ

ると考えられる。 

7



 

６．教養教育科目「理工学概論（光システムコース）」の取り組み 

 

光システムコース 岸川 博紀 

 

講演要旨 

令和４年度に実施した教養教育院の教養教育科目「理工学概論」（光システムコース）が、優れた授

業を実践し教育方法及び内容を学生から高く評価されたとして「教養教育賞」に選出された。本稿で

は、本授業の取り組みや実施上の工夫について事例を紹介し、教育の質の更なる向上と改善に繋げる

一考察となれば幸いである。 

本授業は理工学部理工学科の各コースにおいてのコース教員が担当しており、授業の目的は共通で

ある。理工学分野における最先端のトピックスについて学び、研究に対する興味やモーチベーション

を高めると共に、当該分野の研究の概要を把握することを目的としている。 

令和４年度は光システムコースおよびポスト LED フォトニクス研究所に所属する教員が持ち回り

で講義を実施した。授業内容は表１のとおりである。光科学・光工学分野におけるナノ光材料，次世

代光計測，次世代光源，医光融合，次世代光通信システム，次世代映像技術などの最前線の研究につ

いて、その現状や解決すべき問題点、今後の展望などを、1 年生に理解し易いよう各教員が講義した。 

学生からの評価が高かった理由は次のように考察している。 

・学生の興味関心を惹くガイダンス説明 

学生に対し「光の最前線研究を学べる」、「今

徳大で最も力を入れている研究・教育は光分

野」、「皆さんは光システムコースの第 1 期生

で期待している」等の説明を行い、特別感を演

出し興味関心を惹くよう努めた。 

・各教員の工夫 

 熱心に分かり易く、光の学生としてやる気

が出るように講義した。授業アンケート結果

では「授業で得られた知識や考え方は，今後も

自分にとって役立つ，または有意義なものだ

と思いますか」に対し 90%以上、「授業内容と

社会や日常生活のかかわりについて説明され

ましたか」に対し 95%以上が肯定的回答であ

り、光科学・光工学分野が社会の発展に寄与・

貢献していることを実感してもらった。 

・対面授業の積極的実施 

 コロナ対応でオンライン講義が多い中、ほ

とんどの授業回を対面で実施したことが奏功した。授業アンケート結果では「対面での授業環境（教

室・実習などの設備，機材等）は整っていたと思いますか」に対し 97%以上が肯定的回答であった。 

一方で自由記述欄には「研究室見学はすこし課題が大変だった（研究内容をすべて理解できなかっ

たため）」（原文まま）との意見があり、光科学・光工学分野の全体像の説明や平易な解説といった授

業内容の改善の余地があるため、今後取り入れていきたい。 

表１．令和４年度 理工学概論(光システムコース)授業内容

回 日程 授業内容、テーマ

1 4月15日 ガイダンス（目的，日程，内容，評価法などの説明）

2 4月22日 目に見えない次世代の光が切り拓く未来

3 5月6日 3D表示・空中表示の最新技術について

4 5月13日 極限レーザー：光周波数コム

5 5月20日 医光応用の基礎と実際〜医学に貢献する分光学〜

１．放射光CTによる肺ミクロイメージング

２．高分解能CT画像によるコンピュータ支援診断システム

３．低線量CT画像による胸部疾患の進展関連遺伝子の

　　同定とCT画像診断の統合

7 6月3日 先端ナノ光技術の最前線

8 6月10日 大容量かつ柔軟なネットワークを支える光通信技術

9 6月17日 「結晶の話」「旅行で見られる光科学」

10 6月24日 光エネルギーをナノ材料で変換し活用する

・高分子材料を利用した光デバイスの研究

・医用「光」学のすゝめ

12 7月8日 テラヘルツ波の利用可能性

13 7月15日 光で創る『安全・安心・健康』

14 7月22日 細菌学の基礎と解決すべき問題

・金属ナノ構造で目指す夢の実現

・全体の振り返り

16 8月8日 予備日

6 5月27日

7月1日11

15 7月29日
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７．新課程履修者に対する数学教育の検討 

 

 

数理科学コース 高橋 浩樹 

 

講演要旨 

昭和 22 年に文部省学校教育局長より各地方長官宛に「新制高等学校教科課程の件」が通達されて

以来，高等学校の学習指導要領（数学）は表 1 のように約 10 年ごとに改訂されてきた．科目，学習

内容に関する様々な変更は，小中高の生徒だけではなく，大学および社会に様々な影響を与えてきた． 

今回の改訂（平成

30 年）は平成に入っ

て 4 回目となる．高校

では令和 4 年度入学

生から新課程の学習

内容での教育が実施

されており，大学では

令和 7 年度入学生か

ら新課程履修者を受

け入れることになる． 

今回の改訂では，表 2 のような旧課程から新課程への教科および学習内容の変更となっている．大

きな変更点としては， (1) 整数の性質が数学 A の数学と人間の活動に吸収，(2) ベクトル，複素数平

面，平面上の曲線が数学 C に移行，(3) 数学活用が数学 A,B,C に分散，(4) 数学 B における確率分布

と統計的な推測の選択がほぼ確実となったことが挙げられる． 

本講演の目的は，今回の改訂における変更点を確認し，問題になりうる点を予測し，影響を受ける

可能性がある教員が事前に相談できるような情報を提供することである．特に，確率分布と統計的な

推測に関して，新課程教科書における具体的な学習内容を確認し，今後の対応について複数の担当教

員で意見交換した内容について紹介する． 
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８．化学実験におけるデータベースと LMS を活用した実践的な検索演習 

 

 

自然科学コース 上野 雅晴 

 

講演要旨 

大学における化学教育は講義と実験実習の両輪で行われており、本コースにおける実習実験として

は２年次前期標準配当となる「化学基礎実験」、２年次後期標準配当となる「化学実験１」、３年次前

期標準配当となる「化学実験２」を開講している。これら３つの実験実習は、講義の内容ともそれぞ

れ関連付けられ、受講生の学年に応じより高度かつ専門的な知識及び技術が習得できるよう綿密に設

計されている。中でも「化学実験２」は３年次後期からの研究室仮配属直前の実験実習となるため、

研究活動をよりスムースに行えるよう、ひいては化学に関連する企業に就職後も引き続き使う事にな

るであろうデータベースを積極的に活用する取り組みを続けている。 

SciFindern は1907年に初出版された米国化学会の雑誌であるChemical Abstracts の刊行に端を発し

たデータベースであり、独自の CAS 登録番号 (CAS RN®) に登録された低分子の有機・無機化合物、

ポリマー、タンパク質・核酸配列など2.8 億件以上の化学物質に関する、化合物情報・反応情報・化

学物質規制情報・市販化学物質製品のカタログ情報・分析手法を索引付けしている。化学および周辺

分野の論文と特許に加え、医学生物学論文を収録する MEDLINE 由来の情報も収録されており、

SciFindernを通じ世界中の研究者が出版した文献にアクセス出来るため、企業を含めた現代の科学研

究者にとって必携のツールである。本学でも大学メールアカウント所有者は学生も SciFindernを利用

できる環境にあるため、「化学実験２」の実験実習において実験実習の予備調査やレポート作成時にお

ける最新の動向調査といった実習に関する様々なシチュエーションを想定した課題を設定し、授業時

間外で行なわせる事とした。 

オンラインでの課題取り組みである事から、回答は大学の LMS システム（Manaba）で回収し、コ

メントをつけてフィードバックを行なった。講演ではより詳細な内容を報告し、そこから得られた気

付き及び今後の改善点について報告する。 

 
 Fig. 1 講習時に用いた課題（左）と Manaba で出題した課題の一例（右） 
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９．創新教育推進班の学生活動と社会連携 

 

高等教育研究センター学修支援部門創新教育推進班 〇森口茉梨亜，玉有朋子，石原佑 

 

講演要旨 

徳島大学高等教育研究センター学修支援部門創新教育推進班では、今までにない新しいアイデアを

生み出し、社会の様々な課題を解決できる真のイノベーション人材を育成することを目的に、アイデ

ア創出から自主的プロジェクト活動による実践活動、そして社会実装までの一貫したイノベーション

教育を実践している。学生らはそれぞれのカリキュラムに沿ってアイデア創出の手法や、プロジェク

ト活動の実践、アントレプレナーシップの習得など様々な課題に挑戦している。これらの活動の特徴

の一つとして地域社会との連携を通して、自分たちの学びがどのように社会に活かされるかを実践的

に学べるということが挙げられる。 

イノベーションデザイン担当では、令和 4 年から「イノベーション創出プロセスを設計、実施でき

る人材を「徳島」において育成」する徳島大学 i.school を開講している。学生らはその手法を学ぶだ

けでなく、学内外のワークショップでディスカッションパートナーとして活躍している（Fig.1）。社

会課題に取り組むワークショップで実践することで、ディスカッションを俯瞰して見る力が付き、フ

ァシリテーションのスキル向上が期待できる。イノベーション創成担当では、学生プロジェクト活動

が各プロジェクトの目的に向かって活動する中で、その成果を地域貢献活動（Fig.2）や活動報告など

で披露している。企業や他団体との交流では、活動をいかにわかりやすく伝えるかを考えることはも

ちろん、やり取りの中で社会人としてのマナーやコミュニケーションについて実践から学ぶことが多

い。社会実装では、起業家の方など社会で活躍する多くの方を講師に招き、徳島にいながら、日本や

世界で活躍する方と対話できる機会を設けている。講義だけではなく、学生の考えたアイデアや模擬

会社（fig.3）を実際に発信する機会を設けていることで、自分たちの考えが社会からどのような評価

を得るのか、またどのようなことが求められているのかを実践から学んでいくことができる。これら

の学びは、学生と教員という「教える―教わる」の関係だけでは得難い経験である。 

本発表では、それぞれの担当におけるプロジェクト活動のカリキュラムと、地域社会との交流を通

して学生がどのような学びを体感しているかについて紹介する。 

 

   
 

 

 

 

Fig. 1 20 代～70 代の参加する

ワークショップでディスカッシ

ョンパートナーを務める学生ら 

Fig. 2 地域貢献活動を行う学生 Fig. 3 模擬株式会

社の商品を販売す

る学生ら 
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１０．海外インターンシップへの参加によるエンジニアスキルの向上 

Developing engineering skills by participation in the internship abroad 

 

国際連携教育開発センター パンカジ コインカー , 安澤 幹人 

 

 
1. Introduction  

 
Every day brings new changes to our economy, and along with those changes come shifts in the 
education, training, and work experience that are essential for riding the economic trend. 
Recently graduated individuals may find themselves facing a steep learning curve due to the 
competitive nature of the job market. Applied learning and internship opportunities are becoming 
more important components of the higher education experience for all students in order to 
satisfy the demand for these possibilities. 
The globalization of higher education is significantly influenced by the movement of students 
both domestically and internationally. Obtaining a graduate degree or postgraduate degree that 
includes foreign experience is seen as a crucial component in achieving success in securing a 
dream job. This is a result of the modernization of higher education. In this regard, internships 
abroad provide students with real-world experience in their chosen fields of study or potential 
future occupations while also providing them with valuable professional education. Learning new 
skills and exploring potential career paths are two of the many benefits that students may get 
from an internship. This way, internships abroad provide fresh perspectives, foster talent 
development, and even provide a path for future career opportunities for the students. 
 
 
2. The significance of an Internship  

 
Internships provide students with the best possible learning experience by allowing them to 
put what they learn in the classroom into practice. Acquiring knowledge for future success 
and putting that knowledge into practice are two very different things. Most of the time, 
internships are the best way for students to build professional profiles and get ahead in 
their careers. Internships may assist each student in some manner. Here are a few examples of 
advantages that can be specifically professional or more personal: 
 

a. International training is an excellent starting point for student careers. 
b. Put Your Academic Understanding to Use Through Practical Experiences 
c. Learn about the business techniques that are widely used in other countries. 
d. Experiencing social and cross-cultural skills 
e. Build up your proficiency in English language. 
f. Learn about everyday job life from a comparative perspective. 
g. Brings together academics and career planning 
h. Develop a professional network 
i. Improve Resume 
j. Increase self-confidence 
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